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金
沢
市
議
会
一
二
月
定
例
会
に
て
日
本
の
侵
略
戦
争
を
認

め
な
い
異
常
な
歴
史
観
を
持
つ
某
市
議
が
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』

は
反
日
教
育
に
繋
が
る
た
め
教
育
現
場
に
置
く
こ
と
に
疑
問

と
、
質
問
し
た
こ
と
に
金
沢
市
教
育
長
は
、「
子
ど
も
た
ち
に

は
、
本
作
品
を
含
め
様
々
な
作
品
に
対
し
て
自
分
の
考
え
を

持
ち
、
多
面
的
に
評
価
で
き
る
能
力
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
」

と
答
弁
し
た
。
▼
再
質
問
に
立
っ
た
市
議
は
、「
あ
る
自
治
体

に
お
い
て
は
閲
覧
禁
止
と
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
」
と
松
江
市

教
育
委
員
会
の
閉
架
措
置
（
後
日
、
撤
回
し
た
）
を
挙
げ
た

が
、
教
育
長
は
、
「
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
の
所
蔵
、
閲
覧
等
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
学
校
現
場
で
認
め
ら
れ
て
、
自
主

的
に
や
っ
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
方
向
性
を
し
っ
か
り
と
尊
重

し
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
し
た
。
▼
学
校
図
書
館
に
は
多
種

多
様
な
資
料
・
図
書
を
児
童
生
徒
に
提
供
し
、
自
由
な
利
用

に
よ
る
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
権
を
保
障
す
る
重
要
な
役
割
が

あ
る
。
金
沢
市
教
育
長
の
答
弁
は
、
こ
の
学
校
図
書
館
の
機

能
と
専
門
性
を
十
分
に
理
解
し
た
内
容
で
あ
り
、
議
会
傍
聴

者
か
ら
も
賛
意
が
寄
せ
ら
れ
た
。
尚
、『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
の

閉
架
措
置
に
は
下
村
文
部
科
学
大
臣
の
「
教
育
的
配
慮
も
必

要
」
の
発
言
も
あ
り
、
引
き
続
き
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。（
か
） 

年
頭
の
ご
挨
拶 
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今
年
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

平
和
の
た
め
の
皆
さ
ん
の
ご
奮
闘
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

 

し
か
し
、
今
年
こ
そ
、
日
本
の
平
和
憲
法
に
と
っ
て
正
念

場
と
な
る
で
し
ょ
う
。 

社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
に
よ
る
憲
法
二
五
条
改
悪
、

社
会
保
障
削
減
、
そ
の
一
方
で
の
消
費
税
増
税
、
さ
ら
に
は

生
活
保
護
法
改
悪
、
原
発
再
稼
働
、
特
定
秘
密
保
護
法
、
沖

縄
米
軍
基
地
の
辺
野
古
移
転
、
靖
国
神
社
参
拝
と
安
倍
内
閣

の
暴
走
こ
こ
に
極
ま
れ
り
と
い
う
状
況
で
す
。
し
か
し
、
単

な
る
暴
走
で
は
な
く
、
周
到
な
戦
略
に
基
づ
き
、
中
国
、
北

朝
鮮
の
「
脅
威
」
を
利
用
し
な
が
ら
、
着
々
と
戦
争
の
で
き

る
国
を
作
る
た
め
準
備
を
進
め
て
い
る
と
、
冷
静
に
そ
の
狙

い
を
見
抜
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

真
の
積
極
的
平
和
主
義
を
掲
げ
よ
う 

そ
の
戦
術
の
一
つ
に
「
積
極
的
平
和
主
義
」
が
あ
り
ま
す
。

安
倍
首
相
の
い
う
「
積
極
的
平
和
」
と
は
、
米
軍
に
従
属
し

て
「
積
極
的
」
に
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
す
る
。
す
な
わ
ち
、

他
国
へ
の
出
兵
、
侵
略
が
で
き
る
国
に
し
よ
う
と
い
う
わ
け

で
す
。
湾
岸
戦
争
や
イ
ラ
ク
戦
争
等
を
口
実
に
、
物
、
金
だ

け
で
は
駄
目
だ
、
人
を
出
せ
、
す
な
わ
ち
、
よ
り
「
積
極
的
」

に
命
を
か
け
、
血
で
あ
が
な
っ
て
こ
そ
国
際
貢
献
の
価
値
が

あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
、
自
衛
隊
が
外
国
へ
出
て
い
っ
た
こ

と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。 

 

安
倍
首
相
の
「
積
極
的
平
和
主
義
」
は
、
こ
れ
を
さ
ら
に

押
し
進
め
よ
う
と
い
う
も
く
ろ
み
で
し
ょ
う
。 

 

私
も
、
積
極
的
平
和
論
を
掲
げ
て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

安
倍
「
積
極
論
」
と
は
正
反
対
の
、
憲
法
に
忠
実
な
平
和
論

で
日
本
国
憲
法
の
三
原
則
と
り
わ
け
平
和
主
義
と
人
権
保

障
と
の
関
係
に
重
点
を
置
く
も
の
で
す
。 

 

憲
法
前
文
は
、「
わ
れ
ら
は
、
全
世
界
の
国
民
が
、
ひ
と

し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
か
れ
、
平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る

権
利
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。」、
と
平
和
的
生
存
権
を

保
障
し
て
い
ま
す
。
戦
争
や
テ
ロ
、
さ
ら
に
は
独
裁
・
権
力

の
恐
怖
か
ら
の
自
由
だ
け
で
は
な
く
、
貧
困
を
原
因
と
し
た

欠
乏
か
ら
免
れ
豊
か
に
暮
ら
せ
て
こ
そ
平
和
と
い
え
る
。
す

な
わ
ち
、
戦
争
が
な
い
と
い
う
状
態
（
消
極
的
平
和
―
こ
れ
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は
こ
れ
で
、
何
よ
り
重
要
で
す
が
）
に
止
ま
ら
ず
、
人
権
が

あ
ま
ね
く
す
べ
て
の
人
々
―
日
本
の
国
民
だ
け
で
な
く
全

世
界
の
国
民
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
憲
法
の
国
際
的
、
地
球

的
視
点
も
注
目
さ
れ
ま
す
ー
に
保
障
さ
れ
た
状
態
こ
そ
真

の
平
和
（
絶
対
的
平
和
）
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。 

 

そ
も
そ
も
第
二
次
大
戦
後
の
世
界
は
、
一
九
四
八
年
の
世

界
人
権
宣
言
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
人
間
の
尊
厳
を
理
念
と

す
る
人
権
保
障
を
戦
後
世
界
構
築
の
最
大
の
目
標
と
し
て

掲
げ
ま
し
た
。
自
由
を
奪
い
、
生
命
権
・
生
存
権
・
生
活
権
・

健
康
権
・
労
働
権
、
教
育
権
等
す
べ
て
の
人
権
を
侵
害
し
、

剥
奪
す
る
最
た
る
も
の
が
戦
争
で
す
か
ら
、
戦
争
を
な
く
す

こ
と
は
人
権
保
障
の
大
前
提
で
す
。 

し
か
し
、
逆
に
、
人
権
保
障
を
徹
底
す
る
こ
と
こ
そ
戦
争

を
な
く
し
、
平
和
に
つ
な
が
る
わ
け
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
て

み
る
と
、
真
の
積
極
的
平
和
主
義
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
り

ま
す
。 

第
一
に
、
戦
争
が
な
い
と
い
う
消
極
的
平
和
に
と
ど
ま
ら

ず
、
人
権
保
障
の
実
現
さ
れ
た
社
会
（
絶
対
的
平
和
な
い
し

積
極
的
平
和
）
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
で
す
。 

第
二
に
、
そ
の
た
め
に
は
、
九
条
を
守
る
、
核
兵
器
廃
絶

等
の
平
和
運
動
が
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す
が
、
さ
ら
に
積
極
的

に
人
権
保
障
の
た
め
の
運
動
を
展
開
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
憲
法
二
五
条
を
根
拠
と
す
る
社
会
保
障
等
の
運
動
も
絶

対
的
平
和
の
実
現
に
連
な
る
平
和
運
動
そ
の
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

こ
の
意
味
で
の
積
極
的
平
和
主
義
こ
そ
、
憲
法
自
身
が
認

め
、
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
と
り
わ
け
憲
法

九
七
条
で
す
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
の
保
障
す
る
人
権
保
障
は
、

「
人
類
の
多
年
に
わ
た
る
自
由
獲
得
の
努
力
の
成
果
」
で
あ

る
と
明
言
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
こ
で
い
う
努
力
は
、

stru
g
g
le

 

な
の
で
闘
争
で
す
。
す
な
わ
ち
フ
ラ
ン
ス
革
命

や
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
、
秩
父
事
件
等
、
武
力
革
命
で
あ
り
、

戦
争
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
現
代
で
は
、
戦
争
、

暴
力
と
も
許
さ
れ
な
い
。
武
力
で
な
く
、
戦
争
で
も
な
く
、

議
会
制
民
主
主
義
と
い
う
平
和
的
手
段
に
よ
り
、
人
権
の
保

障
さ
れ
た
平
和
な
社
会
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
武

力
・
軍
事
力
と
戦
争
を
放
棄
し
た
日
本
国
憲
法
は
、
ま
さ
に

こ
の
立
場
に
た
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
て
、

現
代
で
は
積
極
的
平
和
主
義
は
、
個
人
か
ら
国
家
ま
で
の
暴

力
を
否
定
す
る
も
の
へ
と
発
展
し
て
き
て
い
る
と
思
い
ま

す
。 ま

た
、
日
本
国
憲
法
一
二
条
は
、「
こ
の
憲
法
が
国
民
に

保
障
す
る
自
由
及
び
権
利
は
、
国
民
の
不
断
の
努
力
に
よ
っ

て
、
こ
れ
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」、
と
規
定
し
て

い
ま
す
。
憲
法
は
、
私
た
ち
に
、
憲
法
を
守
り
、
人
権
保
障

を
一
層
発
展
さ
せ
る
た
め
の
厳
し
い
義
務
を
課
し
て
い
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

安
倍
内
閣
の
「
似
非
積
極
的
平
和
主
義
」
す
な
わ
ち
戦
争

政
策
に
対
し
て
、
真
の
積
極
的
平
和
主
義
を
対
置
し
絶
対
的

平
和
を
実
現
す
る
こ
と
こ
そ
、
私
た
ち
の
課
題
で
あ
り
義
務

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

 

マ
ン
デ
ラ
さ
ん
と
非
暴
力
・
平
和
主
義 

 

皮
肉
に
も
、
人
々
の
自
由
と
人
権
を
奪
う
恐
れ
の
濃
厚

な
、
そ
し
て
軍
事
国
家
へ
の
敷
石
と
な
る
特
定
秘
密
保
護

法
成
立
の
昨
年
一
二
月
六
日
、
南
ア
フ
リ
カ
の
ネ
ル
ソ

ン
・
マ
ン
デ
ラ
元
大
統
領
の
死
去
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

九
五
年
の
生
涯
の
う
ち
植
民
地
時
代
か
ら
五
〇
年
近
く

戦
い
、
二
七
年
も
の
獄
中
生
活
に
も
屈
せ
ず
、
つ
い
に
一

九
九
一
年
、
地
球
上
最
後
で
最
悪
の
人
種
差
別
制
度
ア
パ

ル
ト
ヘ
イ
ト
を
廃
止
さ
せ
た
人
で
す
。 

 

多
く
の
名
言
を
残
し
て
い
ま
す
が
、
私
が
一
番
感
動
し

た
の
は
、
黒
人
初
の
大
統
領
と
し
て
臨
ん
だ
就
任
演
説
で
、

「W
e
 

a
re

 
fre

e
, 

to
d

a
y. 

B
la

ck
 

a
n

d
 

W
h

ite
 

is  

T
o
g
e
th

e
r! 

我
々
は
自
由
に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
黒
人

も
白
人
も
一
緒
に
暮
ら
す
虹
の
国
を
つ
く
ろ
う
」、
と
宣

言
し
た
こ
と
で
し
た
。 

 
 

 

植
民
地
で
奴
隷
に
さ
れ
、
長
年
、
生
命
そ
し
て
国
土
を

奪
わ
れ
、
独
立
後
も
激
し
い
差
別
を
受
け
て
き
た
南
ア
フ

リ
カ
の
黒
人
た
ち
、
今
ま
で
の
人
類
の
歴
史
で
あ
れ
ば
、

勝
者
と
し
て
支
配
者
・
差
別
者
白
人
へ
の
報
復
、
大
虐
殺

を
し
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

彼
の
演
説
は
、
許
し
と
融
和
政
策
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
、

南
ア
フ
リ
カ
の
人
々
は
、
報
復
の
連
鎖
を
断
ち
切
っ
た
の

で
す
。
人
類
は
、
進
歩
し
て
い
る
し
、
よ
り
高
い
高
み
に

到
達
で
き
る
。
こ
う
確
信
し
、
人
類
の
未
来
に
希
望
の
持

て
る
演
説
で
し
た
。 

し
か
し
、
あ
ら
た
な
国
づ
く
り
は
、
膨
大
な
貧
困
の

存
在
で
困
難
を
極
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な

言
葉
も
残
し
て
い
ま
す
。 

 

「
奴
隷
や
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
と
同
じ
く
、
貧
困
は
自
然

現
象
で
は
な
い
。
貧
困
を
作
り
だ
す
の
は
人
間
で
、
貧
困

に
耐
え
、
貧
困
に
打
ち
克
つ
の
も
人
間
だ
」
と
。 

 

マ
ン
デ
ラ
さ
ん
の
訃
報
を
聞
い
て
集
い
、
口
ぐ
ち
に
、

「
悲
し
み
よ
り
も
、
感
謝
を
、
」
と
は
じ
け
る
よ
う
な
笑

顔
で
応
え
る
南
ア
フ
リ
カ
の
人
々
の
姿
が
笑
顔
の
マ
ン

デ
ラ
さ
ん
に
重
な
り
ま
す
。 

 

日
本
に
は
憲
法
九
七
条
が
あ
る 
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マ
ン
デ
ラ
さ
ん
の
闘
い
は
、
日
本
の
私
た
ち
に
は
無
縁

の
、
別
世
界
の
出
来
事
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

繰
り
返
し
ま
す
が
、
憲
法
九
七
条
は
、
人
権
を
、
「
人

類
の
多
年
に
わ
た
る
自
由
獲
得
の
努
力
の
成
果
」
（
憲
法

英
文
で
はfru

its o
f th

e
 a

g
e
-o

ld
 stru

g
g
le

 o
f m

a
n

 to
 

b
e
 fre

e

）
で
あ
る
と
謳
っ
て
い
ま
す
。
人
権
は
、
人
々
の

闘
争
で
か
ち
と
ら
れ
て
き
た
と
い
う
こ
の
歴
史
観
と
一

国
に
と
ど
ま
ら
な
い
人
類
的
・
地
球
的
視
点
は
、
マ
ン
デ

ラ
さ
ん
の
闘
い
が
、
憲
法
を
守
り
発
展
さ
せ
人
権
と
平
和

を
確
立
す
る
と
い
う
、
私
た
ち
「
非
核
の
政
府
を
求
め
る

会
」
の
運
動
に
連
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
信
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。 

 

と
こ
ろ
が
、
自
民
党
憲
法
改
正
草
案
は
、
こ
の
貴
重
な

九
七
条
を
完
全
に
削
除
し
て
い
ま
す
。
自
民
党
政
府
が
最

も
恐
れ
て
い
る
の
は
、
人
権
・
平
和
の
た
め
の
闘
争
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。 

先
ほ
ど
、
現
代
の
闘
い
は
、
平
和
的
手
段
に
よ
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
個
人
か
ら
国
ま
で
、
暴
力
は
絶
対
に
否

定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
言
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
は
難
し
い
こ
と
で
す
。 

マ
ン
デ
ラ
さ
ん
も
、
二
六
歳
の
時
非
暴
力
路
線
を
と
る

ア
フ
リ
カ
民
族
会
議(A

N
C

)

に
加
入
、
反
ア
パ
ル
ト
ヘ

イ
ト
運
動
に
身
を
投
じ
ま
す
が
、
一
九
六
〇
年
の
非
合

法
化
を
契
機
に
武
力
闘
争
に
転
じ
ま
す
。 

そ
れ
で
も
、
私
に
は
、
マ
ン
デ
ラ
さ
ん
が
暴
力
肯
定
論

者
に
な
っ
た
と
は
思
え
な
い
の
で
す
。
何
故
な
ら
、
先
の

よ
う
に
暴
力
に
よ
る
報
復
の
連
鎖
を
断
ち
切
っ
た
の
で

す
か
ら
。 

二
〇
一
四
年
を
、
人
権
・
平
和
の
た
め
の
闘
い
に
よ
り
、

希
望
の
年
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

「
一
五
年
戦
争
と
日
本
の
医
学
医
療
研
究
会
北
陸
支

部
」
を
結
成 

一
月
一
一
日
、
石
川
勤
医
協
会
館
に
て
標
記
研
究
会
の
結

成
を
記
念
し
て
「
七
三
一
部
隊
と
金
沢
」
と
題
す
る
莇
昭
三

氏
の
公
開
講
座
を
開
催
し
、
参
加
者
二
六
名
が
熱
心
に
聞
き

入
っ
た
。 

講
演
後
の
結
成
総
会
は
会
員
一
二
名
が
参
加
、「
会
則
」

と
支
部
長
井
沢
宏
夫
氏
、
事
務
局
長
横
山
隆
氏
の
役
員
を
選

出
し
、
次
回
六
月
に
研
究
会
開
催
の
方
針
を
確
認
し
た
。 

事
務
所
は
金
沢
医
療
事
業
協
同
組
合
（
電
話
二
五
三
―
八

三
二
〇 

担
当
＝
池
田
） 

 
非
核
の
政
府
を
求
め
る
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

海
外
で
戦
争
を
す
る
国
か
、
非
核
・
平
和
の
日
本
か 

―
安
倍
政
権
の
暴
走
政
治
ス
ト
ッ
プ
へ
ー 

原 

和
人 

  

上
記
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
一
四
日
、

東
京
・
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
に
て
開
催
さ
れ
た
。
パ
ネ
リ

ス
ト
は
、
日
本
共
産
党
の
笠
井
亮
氏
が
「
日
本
国
政
府
の
核

政
策
～
歴
史
が
語
る
虚
像
と
実
像
」、
東
京
慈
恵
医
科
大
の

小
澤
隆
一
氏
が
「
安
保
優
先
の
歪
ん
だ
政
治
を
日
本
国
憲
法

で
た
だ
す
」
、
国
際
問
題
研
究
者
の
新
原
昭
治
氏
が
「
核
持

ち
込
み
は
過
去
の
話
な
の
か
～
日
米
の
『
核
密
約
』
の
い
ま
」、

日
本
原
水
協
の
高
草
木
博
氏
が
「
二
〇
一
五
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
会
議

に
向
け
た
日
本
の
反
核
運
動
の
責
務
」、
特
別
発
言
と
し
て
、

前
の
長
崎
総
合
大
学
教
授
藤
田
俊
彦
氏
が
「
第
六
八
回
国
連

総
会
・
核
兵
器
決
議
の
採
択
状
況
を
ど
う
み
る
か
」
、
日
本

被
団
協
の
児
玉
三
智
子
氏
が
「
原
爆
被
害
の
実
態
に
そ
っ
た

被
爆
行
政
の
抜
本
的
改
善
を
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
発
言
し
た
。 

以
下
、
私
が
関
心
を
も
っ
た
と
こ
ろ
を
中
心
に
報
告
す
る
。 

 

 

核
兵
器
の
非
人
道
性
に
関
す
る
共
同
声
明 

笠
井
亮
氏
は
、
秋
の
国
連
総
会
で
日
本
国
政
府
が
核
兵
器

の
非
人
道
性
に
関
す
る
声
明
に
署
名
し
た
こ
と
に
関
連
し

て
、
国
会
で
一
一
月
六
日
民
主
党
の
長
島
議
員
の
質
問
に
岸

田
外
相
が
説
明
し
た
内
容
を
報
告
し
た
。
岸
田
外
相
は
、

「
『
核
軍
縮
に
向
け
た
す
べ
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
及
び
努
力
』

と
い
う
部
分
が
あ
り
ま
す
。
要
は
、
こ
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト

に
お
い
て
、
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
部

分
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
…
『
今
日
、
本
共
同
ス
テ
ー
ト

メ
ン
ト
は
、
人
道
的
焦
点
に
対
す
る
政
治
的
支
持
の
高
ま
り

を
示
す
も
の
で
あ
る
。
』
こ
う
い
っ
た
修
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
要
は
、
こ
の
共
同
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
は
、
大
き
な
目
標
、

理
想
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
理
想
、
目
標
に
向
け
て

様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
認
め
ら
れ
る
、
こ
う
い
っ
た
内
容
が

加
え
ら
れ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。」
と
述
べ
た
。 

こ
の
岸
田
外
相
の
発
言
は
、
正
確
で
は
な
い
。
以
下
は
、

原
の
コ
メ
ン
ト
。 

岸
田
外
相
は
、
核
抑
止
力
を
維
持
し
つ
つ
、
段
階
的
に
核

軍
縮
を
促
す
「
現
実
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
」
も
認
め
ら
れ
た
か

ら
署
名
し
た
と
い
う
説
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
原
文
に
は
、

そ
う
い
う
記
述
は
な
い
。
原
文
は
、「
わ
れ
わ
れ
は
核
兵
器

の
破
壊
的
影
響
に
つ
い
て
の
認
識
が
、
核
軍
備
縮
小
撤
廃
に

む
け
て
の
あ
ら
ゆ
る
接
近
方
法
と
努
力
を
下
支
え
せ
ね
ば

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%95%E3%83%AA%E3%82%AB%E6%B0%91%E6%97%8F%E4%BC%9A%E8%AD%B0
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%95%E3%83%AA%E3%82%AB%E6%B0%91%E6%97%8F%E4%BC%9A%E8%AD%B0
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な
ら
ぬ
と
確
信
す
る
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
核
兵
器
が
非

人
道
的
な
兵
器
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
『
あ
ら
ゆ
る
』
核

兵
器
の
廃
絶
の
運
動
を
よ
り
促
進
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
一
〇
月
二
二
日
の
外
務
大
臣
の
談
話
で
も
、
「
核
兵
器

に
よ
る
壊
滅
的
な
結
末
が
、
人
類
の
生
存
、
環
境
、
社
会
、

経
済
的
な
発
展
、
将
来
世
代
の
健
康
に
深
く
影
響
す
る
こ
と
、

核
兵
器
に
よ
る
壊
滅
的
な
結
末
へ
の
意
識
が
、
核
軍
縮
に
向

け
た
全
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
及
び
努
力
を
支
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
今
回
の
共
同
声
明
は
、

四
回
目
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
、
そ
の
内
容
は
変
わ
っ
て

い
な
い
。
「
核
兵
器
は
非
人
道
的
な
兵
器
で
あ
り
、
核
兵
器

が
二
度
と
使
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
保
証
す
る
唯
一
の
方
法

は
核
兵
器
の
完
全
廃
棄
に
よ
る
し
か
な
い
」
と
強
調
し
て
い

る
。 

国
連
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合
に
お
け
る
総
会
決
議 

高
草
木
博
氏
も
、「
核
兵
器
の
人
道
的
影
響
に
関
す
る
共

同
声
明
」
に
つ
い
て
述
べ
た
。
共
同
声
明
は
こ
れ
ま
で
四
回

出
さ
れ
て
い
る
が
、
署
名
国
を
増
や
す
中
で
、
今
年
四
月
以

降
、
「
非
合
法
化
」
や
「
人
道
法
」
な
ど
、
核
兵
器
の
廃
絶

を
法
的
拘
束
力
の
あ
る
手
段
で
達
成
す
る
と
い
う
文
言
が

落
ち
た
。（
注
：
原
＝
当
初
の
核
兵
器
の
非
人
道
性
に
関
す

る
声
明
は
、
核
兵
器
の
「
非
合
法
化
」
や
、「
国
際
人
道
法
」

に
違
反
す
る
と
い
う
文
言
が
入
っ
て
い
た
。「
国
際
人
道
法
」

は
、
国
際
法
と
し
て
核
兵
器
保
有
国
も
含
め
て
多
く
の
国
々

が
遵
守
し
て
い
る
国
際
法
で
あ
り
、
核
兵
器
が
「
国
際
人
道

法
」
に
違
反
す
る
と
認
め
る
こ
と
は
、
核
兵
器
の
「
非
合
法

化
」
を
認
め
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
た
だ
、
こ
の
二
つ
の

内
容
が
文
書
よ
り
消
え
た
の
は
、
オ
ス
ロ
で
の
会
議
の
時
の

第
三
回
目
で
あ
り
、
こ
の
時
も
日
本
国
政
府
は
署
名
し
な
か

っ
た
。）
そ
の
こ
と
自
身
は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
が
、
核
兵

器
が
人
道
と
相
い
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
国
際
政
治
の
コ

ン
セ
ン
サ
ス
と
し
て
広
げ
て
い
く
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で

あ
る
。
も
う
一
つ
、
著
明
な
発
展
は
、
昨
年
九
月
二
六
日
に

開
催
さ
れ
た
核
軍
縮
・
廃
絶
に
関
す
る
国
連
の
ハ
イ
レ
ベ
ル

会
合
と
そ
の
後
追
い
と
し
て
採
決
さ
れ
た
総
会
決
議
で
あ

る
。
こ
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合
は
、
一
昨
年
の
六
七
回
国
連
総

会
で
Ｎ
Ａ
Ｍ
（
非
同
盟
諸
国
運
動
）
を
代
表
し
て
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
が
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
提
案
に
基
づ
い
て
、

九
月
二
六
日
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の

六
八
回
国
連
総
会
で
は
、
こ
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
議
の
開
催
を

踏
ま
え
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
「
核
軍
縮
縮
小
撤
廃
に
関
す

る
二
〇
一
三
年
総
会
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合
の
後
追
い
」
と
い
う

決
議
を
出
し
、
一
二
九
カ
国
の
賛
成
で
決
議
さ
れ
た
。 

 

こ
の
決
議
に
対
し
て
、
中
国
は
賛
成
、
米
英
仏
露
は
反
対
、

日
本
は
棄
権
し
た
。
こ
の
決
議
は
、「
軍
縮
会
議
に
て
、
核

兵
器
の
保
有
、
開
発
、
生
産
、
取
得
、
実
験
、
貯
蔵
、
移
転
、

使
用
お
よ
び
脅
迫
を
禁
止
し
、
解
体
す
る
」
包
括
的
条
約
の

締
結
を
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
事
業
を
進
行
さ
せ
る

た
め
に
、
国
連
事
務
総
長
に
対
し
て
、
加
盟
国
の
意
見
を
集

約
し
、
今
年
の
六
九
回
国
連
総
会
に
進
捗
状
況
を
報
告
さ
せ

る
こ
と
、
核
軍
備
縮
小
撤
廃
に
関
す
る
国
連
ハ
イ
レ
ベ
ル
国

際
会
議
を
二
〇
一
八
年
末
ま
で
に
開
催
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。
さ
ら
に
、
九
月
二
六
日
を
国
際
核
兵
器
廃
絶
デ
ー
と

す
る
こ
と
も
決
議
し
た
。 

上
記
の
「
核
兵
器
の
非
人
道
性
に
関
す
る
声
明
」
の
運
動

も
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
議
の
動
き
に
お
い
て
も
、
市
民
社
会
の
積

極
的
な
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
特
に
、
一
五
年
の
Ｎ
Ｐ

Ｔ
再
検
討
会
議
に
向
け
て
、
草
の
根
か
ら
の
運
動
を
大
き
く

し
て
、
核
兵
器
の
廃
絶
に
向
け
て
奮
闘
し
よ
う
と
訴
え
た
。 

 

第
六
八
回
国
連
総
会
に
お
け
る
核
兵
器
の
決
議 

藤
田
俊
彦
氏
は
、
第
六
八
回
国
連
総
会
に
お
け
る
核
兵
器 

決
議
の
採
択
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
た
（
上
段
の
表
）。 

 

第 68回国連総会の決議 提案国 
賛

成 

反

対 

棄

権 

核軍備縮小撤廃 
ミャンマー 

（非同盟諸国会議） 
117 44 18 

国際司法裁判所の勧告的意見の

後追い 

マレーシア 

（非同盟諸国会議） 
127 24 27 

核軍縮縮小撤廃に関する 2013年

総会ハイレベル会議の後追い 

インドネシア 

（非同盟諸国会議） 
129 28 19 

核兵器なき世界にむけて、核軍

備撤廃公約の実行を加速する 

エジプト 

（新アジェンダ連

合） 

165 7 5 

核兵器の完全廃棄に向けての共

同行動 
日本 164 1 14 
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原
発
・
い
の
ち
・
み
ら
い
講
演
会
シ
リ
ー
ズ
（
第
八
回
） 

こ
ど
も
と
低
線
量
被
ば
く 

 
金
沢
大
学
医
薬
保
健
研
究
域
小
児
科
教
授 

谷
内
江
昭
宏
氏 

 

石
川
県
保
険
医
協
会
は
、
一
一
月
二
四
日
㈰
、
金
沢
市
異

業
種
研
修
会
館
で
、
第
八
回
「
原
発
・
い
の
ち
・
み
ら
い
」

シ
リ
ー
ズ
講
演
会
を
開
催
し
た
。
講
師
は
、
金
沢
大
学
医
薬

保
健
研
究
域
小
児
科
教
授
で
、
金
沢
大
学
附
属
病
院
副
病
院

長
の
谷
内
江
昭
宏
氏
。
「
こ
ど
も
と
低
線
量
被
ば
く
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
本
講
演
会
に
は
、
医
師
、
歯
科
医
師
を
は
じ
め

と
す
る
医
療
関
係
者
、
福
島
の
子
ど
も
た
ち
を
招
い
て
「
保

養
」
を
実
施
し
て
い
る
団
体
、
福
島
や
関
東
地
方
か
ら
石
川

県
に
避
難
・
移
住
し
た
方
な
ど
約
一
〇
〇
人
が
参
加
し
た
。 

子
供
た
ち
に
美
し
く
て
安
全
な
故
郷
、
地
球
を
残
し
伝
え

た
い
と
考
え
て
お
ら
れ
る
金
沢
大
学
教
授
、
小
児
科
医
の
谷

内
江
先
生
の
「
こ
ど
も
と
低
線
量
被
曝
ば
く
」
の
講
演
を
お

聞
き
し
た
。 

冒
頭
に
真
っ
白
に
な
っ
た
胸
の
エ
ッ
ク
ス
線
写
真
を
提

示
し
、
胸
の
液
体
を
穿
刺
し
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
水
の
よ

う
な
液
体
が
得
ら
れ
た
。
予
想
し
た
膿
性
の
も
の
で
は
な
く

こ
れ
ま
で
の
専
門
家
の
知
識
で
は
手
に
負
え
な
い
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
説
明
の
で
き
な
い
事
象
に
出
会
っ
た

と
き
は
「
専
門
」
と
い
う
牢
屋
か
ら
抜
け
出
し
、
事
実
だ
け

を
観
察
分
析
し
て
回
答
に
至
る
柔
軟
性
が
必
要
で
あ
る
。
た

ど
り
着
い
た
回
答
は
髄
液
が
胸
腔
に
溜
ま
っ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
同
様
に
「
御
用
学
者
」
な
ど
と
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る

と
思
考
が
そ
こ
で
停
止
し
て
し
ま
う
こ
と
を
戒
め
ら
れ
た
。 

わ
た
く
し
の
日
常
の
診
療
で
は
学
校
か
ら
扱
い
に
困
る

子
ど
も
を
紹
介
さ
れ
、
「
自
閉
症
」
な
ど
と
の
診
断
が
レ
ッ

テ
ル
貼
り
に
変
化
し
、
教
師
に
妙
に
安
心
さ
れ
て
し
ま
う
。

そ
の
先
の
教
育
的
対
応
が
疎
か
に
な
り
、
物
事
が
停
止
し
て

し
ま
う
こ
と
を
経
験
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
後
、
俯
瞰
図
、
福
島
の
こ
と
、
日
常
生
活
に
お
け
る

被
ば
く
、
酸
化
ス
ト
レ
ス
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
傷
害
、
こ
ど
も
と
低
線

量
被
ば
く
と
話
を
進
め
ら
れ
た
。 

酸
化
ス
ト
レ
ス
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
傷
害
で
は
酸
化
ス
ト
レ
ス
に

は
抗
酸
化
機
構
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
損
傷
に
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
修
復
能
、
突
然

変
異
に
は
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
、
そ
れ
で
も
癌
が
出
来
た
と
き
に

は
キ
ラ
ー
リ
ン
パ
球
に
よ
る
細
胞
障
害
機
構
が
対
応
し
て

幾
重
に
も
重
な
る
防
御
態
勢
が
備
わ
っ
て
い
る
の
で
そ
う

易
々
と
は
ガ
ン
に
は
な
ら
な
い
と
話
さ
れ
た
。 

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
防
御
態
勢
に
は
個
人
差
が
あ
る
こ
と
。

年
齢
に
よ
り
ず
い
ぶ
ん
差
が
あ
る
こ
と
。
そ
の
た
め
医
師
の

使
命
は
最
も
弱
い
も
の
を
守
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
。
ス
ト
レ

ス
に
脆
弱
な
疾
患
代
表
と
し
て
色
素
性
乾
皮
症
を
、
年
齢
要

因
で
は
乳
幼
児
を
示
し
た
。
特
に
乳
幼
児
で
は
成
長
発
育
が

最
大
、
細
胞
分
裂
が
盛
ん
、
酸
化
ス
ト
レ
ス
を
受
け
易
い
こ

と
を
指
摘
さ
れ
た
。
老
人
も
防
御
態
勢
が
衰
え
て
は
い
る
が
、

低
線
量
被
ば
く
に
対
し
て
は
そ
の
他
の
要
因
が
大
き
く
、
あ

ま
り
問
題
に
は
な
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

で
は
今
、
福
島
の
子
ど
も
た
ち
の
甲
状
腺
が
ん
を
ど
の
よ

う
に
考
え
た
ら
よ
い
の
か
？
信
州
大
学
の
小
池
教
授
は
「
継

続
的
な
調
査
が
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
」
、
松
本
市
の
菅
谷

昭
市
長
は
「
被
曝
の
影
響
か
は
経
過
観
察
が
必
要
で
あ
る
」、

福
島
県
立
医
科
大
の
山
下
副
学
長
は
「
甲
状
腺
機
能
検
査
は

必
要
な
い
。
検
査
を
す
れ
ば
一
定
の
割
合
で
基
準
値
か
ら
外

れ
る
値
が
出
る
が
、
比
較
対
象
と
な
る
健
康
な
子
ど
も
の
デ

ー
タ
が
な
い
」
い
ず
れ
も
真
実
だ
が
…
。 

谷
内
江
先
生
は
不
安
を
き
ち
ん
と
受
け
止
め
、
徹
底
的
に

観
察
し
続
け
る
、
そ
し
て
異
常
の
早
期
発
見
に
努
め
る
こ
と

が
大
切
だ
と
話
さ
れ
た
。
そ
の
後
質
疑
応
答
は
四
五
分
に
も

お
よ
び
、
丁
寧
な
受
け
答
え
に
終
始
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
懇

親
会
で
は
何
を
す
れ
ば
世
の
中
が
動
く
か
の
「
し
か
け
」
を

こ
れ
か
ら
は
考
え
て
い
か
な
く
て
は
、
と
話
さ
れ
た
。 

（
文
責 

む
ら
た
小
児
科
医
院 

村
田
祐
一
） 

 

非
核
石
川
の
会 

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ 

母
の
思
い
を
受
け
継
い
で 

塩
谷
道
子 

 

「
八
〇
の
坂
を
上
が
る
の
は
し
ん
ど
い
」
と
言
っ
て
い
た

母
は
今
年
九
四
歳
に
な
る
。
要
支
援
一
で
は
あ
る
が
、
自
転

車
に
乗
っ
て
坂
の
下
ま
で
買
い
物
に
も
通
院
に
も
出
か
け
、

一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
。 

 

私
は
子
ど
も
の
頃
、
夜
間
に
飛
行
機
の
音
が
す
る
と
怖
か

っ
た
。
母
が
繰
り
返
し
宇
都
宮
で
の
空
襲
の
話
を
聞
か
せ
て

く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
兄
を
背
負
っ
て

夜
中
に
鳴
る
空
襲
警
報
に
せ
か
さ
れ
て
逃
げ
惑
っ
た
こ
と
、

逃
げ
延
び
た
丘
の
上
か
ら
眺
め
た
街
が
火
の
海
と
な
っ
て

い
た
こ
と
、
い
つ
か
見
た
写
真
や
映
画
と
も
重
な
っ
て
い
た

の
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
私
の
脳
裏
に
は
、
ま
る
で
自
分
が
体
験

し
た
か
の
よ
う
に
は
っ
き
り
映
像
と
し
て
残
っ
て
い
た
。
母

の
兄
が
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
戦
死
し
た
こ
と
も
よ
く

話
し
て
く
れ
た
。 

 

母
は
、
先
の
戦
争
が
正
義
の
戦
争
、
ア
ジ
ア
を
解
放
す
る

た
め
の
戦
争
で
あ
る
と
い
う
大
本
営
発
表
を
何
の
疑
い
も

な
く
信
じ
て
い
た
自
分
を
恥
じ
て
い
た
。
「
み
っ
ち
ゃ
ん
、

騙
さ
れ
た
ら
あ
か
ん
よ
。
し
っ
か
り
見
て
考
え
て
本
当
の
こ

と
を
知
ら
な
あ
か
ん
。」
と
言
う
の
が
口
癖
だ
っ
た
。 
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母
は
、
父
の
転
勤
先
の
三
重
県
で
、
宮
前
さ
ん
と
知
り
合

い
戦
争
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
あ
の
戦
争
が
何
だ
っ
た
の
か
、

日
本
軍
は
何
を
し
て
き
た
の
か
。
先
の
言
葉
は
そ
の
学
習
か

ら
出
た
も
の
な
の
だ
。 

 

一
人
暮
ら
し
の
母
の
安
否
確
認
を
兼
ね
て
電
話
す
る
。 

「
秘
密
保
護
法
の
こ
と
知
っ
と
る
？
」 

「
あ
れ
ひ
ど
い
ね
ぇ
。
戦
前
と
一
緒
や
い
ね
。
安
倍
さ
ん
の

す
る
こ
と
ほ
っ
と
け
ん
。
」 

 

母
が
経
験
し
て
き
た
こ
と
と
目
の
前
で
起
き
て
い
る
こ

と
が
一
瞬
に
し
て
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
さ
か
二
度
も
戦
争

前
夜
を
体
験
す
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
と
言
う
。 

 

戦
後
は
、
二
度
と
戦
争
を
し
な
い
と
い
う
誓
い
を
日
本
国

憲
法
と
し
て
体
現
し
、
国
際
社
会
に
復
帰
し
た
は
ず
で
あ
る
。

い
と
も
簡
単
に
憲
法
を
法
律
に
よ
っ
て
塗
り
替
え
よ
う
と

い
う
企
み
を
許
さ
な
い
。 

 

母
の
「
戦
争
は
絶
対
い
や
だ
」
と
い
う
思
い
を
受
け
継
い

で
、
私
は
秘
密
保
護
法
撤
廃
の
運
動
を
進
め
た
い
。
こ
の
私

の
思
い
を
子
ど
も
た
ち
に
も
受
け
継
い
で
ほ
し
い
と
願
い

な
が
ら
、
署
名
用
紙
を
抱
え
て
今
日
も
出
か
け
る
。 

 

安
倍
死
霊
魔
術
師
の
ね
ら
い 

柴
原
和
美 

 

 

最
近
「
亡
霊
」
が
出
没
し
て
い
る
。
本
来
滅
び
て
し
ま
っ

た
は
ず
な
の
に
、
そ
れ
が
よ
み
が
え
っ
て
き
た
も
の
を
「
亡

霊
」
と
言
う
ら
し
い
。
亡
霊
の
名
前
は
、
「
国
家
安
全
保
障

会
議
」
「
特
定
秘
密
保
護
法
」
「
靖
国
神
社
参
拝
」
「
集
団
的

自
衛
権
」
と
言
う
。
亡
霊
を
呼
び
戻
し
操
る
魔
法
使
い
を
死

霊
魔
術
師
と
い
う
ら
し
い
が
、
こ
れ
ら
の
亡
霊
を
現
世
に
呼

び
戻
し
暗
躍
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
安
倍
晋
三
首
相

だ
。
こ
れ
ら
の
亡
霊
は
、
日
本
国
民
だ
け
で
な
く
世
界
中
の

人
た
ち
に
取
り
憑
い
て
、
人
殺
し
ま
で
さ
せ
て
し
ま
う
と
ん

で
も
な
い
も
の
だ
。
だ
か
ら
、
日
本
国
内
だ
け
で
な
く
、
か

つ
て
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
中
国
や
韓
国
な
ど

は
反
発
。 

安
倍
死
霊
魔
術
師
は
、
こ
れ
ら
の
亡
霊
を
封
印
す
る
憲
法

九
条
と
い
う
御
札
を
は
が
し
て
し
ま
い
、
も
っ
と
活
発
に
活

動
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
死
霊
魔
術
師
の
ね
ら
い
は

何
だ
ろ
う
か
？
亡
霊
が
暗
躍
す
る
暗
黒
の
世
界
で
帝
王
と

し
て
君
臨
す
る
こ
と
な
の
か
？
「
積
極
的
平
和
主
義
」
と
い

か
に
も
平
和
を
目
指
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
装
っ
て
い
る

が
、
本
当
は
「
軍
事
大
国
主
義
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

亡
霊
は
、
光
に
弱
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
種
の
亡

霊
に
は
憲
法
九
条
と
い
う
お
札
が
一
番
効
果
が
あ
る
。
し
か

も
、
た
く
さ
ん
の
人
の
大
き
な
声
に
は
弱
い
ら
し
い
。
だ
か

ら
、
心
の
中
で
念
じ
て
い
る
だ
け
で
は
亡
霊
の
活
動
を
抑
え

る
に
は
力
が
弱
い
の
だ
。
憲
法
九
条
の
御
札
を
あ
ち
こ
ち
に

貼
り
め
ぐ
ら
せ
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
が
「
亡
霊
退
散
」

と
叫
ぶ
こ
と
を
提
唱
し
た
い
。 

 

他
国
と
戦
争
を
行
え
ば
、 

日
本
と
原
発
は
ど
う
な
る
の
か 

 
 

清
水 

巍 
 

積
極
的
平
和
主
義
の
名
の
も
と
に
、
日
本
が
戦
争
を
再
び

行
う
国
づ
く
り
が
暴
走
し
て
い
る
。
日
本
は
攻
撃
を
受
け
な

い
と
言
う
の
か
、
受
け
て
も
良
い
と
言
う
の
か
、
そ
の
時
、

日
本
の
原
発
へ
の
攻
撃
は
？
日
本
人
な
ら
誰
で
も
今
、
考
え

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 

核
兵
器
と
私
の
出
会
い
の
原
点
は
、
小
学
校
の
講
堂
で

「
原
爆
の
子
」
の
映
画
を
見
た
こ
と
で
あ
る
。
一
九
五
二
年 

に
公
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
私
は
小
学
四
年
生
頃
だ 

 

っ
た
。「
大
人
も
子
供
も
と
ろ
け
る
よ
う
に
倒
れ
、
亡
く
な

っ
て
い
く
シ
ー
ン
」
は
今
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

金
沢
大
学
の
学
生
時
代
は
、
毎
年
原
水
禁
世
界
大
会
に
代

表
を
送
る
た
め
、
丸
越
百
貨
店
の
前
で
署
名
と
カ
ン
パ
活
動

を
行
っ
た
。
金
沢
市
内
の
民
家
も
よ
く
回
っ
た
。
学
生
を
受

け
入
れ
て
下
さ
る
気
風
が
あ
っ
た
た
め
か
、
一
万
円
の
カ
ン

パ
を
し
て
下
さ
る
方
も
お
ら
れ
た
。
平
民
学
連
と
し
て
広
島
、

長
崎
、
大
阪
、
京
都
の
世
界
大
会
に
私
も
参
加
し
た
。
日
本

で
の
運
動
が
世
界
で
核
兵
器
を
使
用
さ
せ
な
か
っ
た
こ
と

は
、
憲
法
九
条
と
共
に
日
本
の
誇
り
だ
と
思
う
。 

 

今
は
「
若
者
を
励
ま
す
」
と
い
う
こ
と
も
含
め
、
〝
ど
い

ね
原
発
〟
に
午
後
・
夜
間
外
来
終
了
後
に
妻
と
共
に
参
加
し

て
い
る
。
大
し
た
こ
と
は
し
て
い
な
い
が
、
参
加
回
数
だ
け

は
医
師
の
中
で
は
最
も
多
い
は
ず
で
あ
る
。
①
核
兵
器
と
原

発
の
完
全
廃
棄
、
②
子
供
、
学
生
、
若
者
、
女
性
、
私
た
ち

の
世
代
を
含
め
大
運
動
に
す
る
こ
と
、
こ
の
二
つ
を
実
現
し

な
い
こ
と
に
は
、
日
本
の
未
来
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
。
大

金沢駅東口・鼓門からの市中パレード 
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変
に
な
る
前
に
、
非
核
の
政
府
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 
三
月
の
石
川
県
知
事
選
挙
は
、
一
月
の
名
護
市
長
選
、
二

月
の
東
京
都
知
事
選
と
比
べ
て
重
要
で
は
な
い
の
だ
ろ
う

か
。
木
村
よ
し
の
ぶ
さ
ん
を
勝
利
・
躍
進
さ
せ
る
こ
と
が
非

核
実
現
・
憲
法
擁
護
の
た
め
に
、
石
川
県
民
、
私
た
ち
の
責

務
で
あ
ろ
う
。 

 

詩
人
会
議
か
な
ざ
わ
「
独
標
」
よ
り 

 

け
も
の
み
ち 

池
田
珠
子 

 

ぎ
ゅ
っ
と
押
し
込
め
て
き
た 

数
え
き
れ
な
い
理
不
尽
な
思
い 

こ
の
頃
余
震
も
な
く 

突
然
噴
火
す
る 

ど
ろ
ど
ろ
と
流
れ
出
す
溶
岩 

薄
間
の
空
に
音
も
な
く
ゆ
っ
く
り
と 

噴
煙
と
灰
を
噴
き
上
げ
る 

 

許
容
量
の
何
倍
も
の
難
題
を
押
し
付
け
ら
れ 

足
り
な
い
体
力
と
時
間
に 

も
う
一
人
の
自
分
が
欲
し
か
っ
た
あ
の
こ
ろ
が 

た
ま
ら
な
く
愛
お
し
く
て 

哀
れ
で 

す
べ
て
を
受
け
入
れ 

頑
張
り
す
ぎ
て
き
た
結
果
ま
で
も 

時
に
は
「
出
る
杭
」
と
称
し
て 

 

悔
ん
だ
り
悩
ん
だ
り 

落
ち
込
ん
だ
り 

そ
れ
で
も
ひ
た
す
ら 

自
分
を
認
め 

褒
め 

抱
き
締
め
る
し
か
な
い 

従
順
過
ぎ
て
逆
ら
う
こ
と
な
く 

や
り
遂
げ
て
き
た
努
力
が
報
わ
れ
な
い
ま
ま 

「
何
時
か
は
必
ず
」
と
自
我
に
蓋
を
し 

夢
を
握
り
し
め 

手
探
り
で
け
も
の
み
ち
を 

駆
け
あ
が
る
し
か
な
か
っ
た
辛
さ
悲
し
み
が 

マ
グ
マ
と
な
り 

 

が
ん
じ
が
ら
め
の
鎖
か
ら 

よ
う
や
く
解
放
さ
れ
た 

今
頃
に
な
っ
て 

 

和
定
例
句
会
報
よ
り 

今
年
度
叙
事
川
柳
の
佳
作
よ
り 

岡
田
一
杜 

選 
 

 

ホ
テ
ル
の
厨
房
で
伊
勢
海
老
に
脱
皮
す
る 

大
峰 

密
約
で
聖
域
な
か
っ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ 

 
 
 
 

啓 

謝
罪
し
た
尻
か
ら
見
せ
る
垂
れ
流
し 

 
 

亀
公
子 

オ
ス
プ
レ
イ
世
界
遺
産
に
影
落
と
す 

 
 

林 

ア
メ
リ
カ
は
聖
書
片
手
に
磨
く
銃 

 
 
 

狐
堂 

秘
密
に
し
て
ば
れ
な
い
で
す
む
汚
職 

 
 

茂
明 

嘘
真
赤
政
府
東
電
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

 
 
 
 
 
 

和
子 

   

 

《
編
集
室
よ
り
》 

 

一
二
月
に
辰
巳
ダ
ム
裁
判
を
傍
聴
し
た
。 

辰
巳
用
水
史
跡
の
こ
と
、
自
然
環
境
へ
の
影
響
、
ダ
ム
の

必
要
性
な
ど
を
弁
護
人
か
ら
裁
判
官
へ
陳
述
が
あ
っ
た
。
そ

の
中
で
、
世
界
で
千
羽
以
下
の
生
息
、
主
に
日
本
で
繁
殖
し

絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
野
鳥
ミ
ゾ
ゴ
イ
の
こ
と

が
耳
に
残
っ
た
。 

私
も
二
〇
一
一
年
一
〇
月
、
ダ
ム
工
事
現
場
近
く
の
森
で

ヒ
ナ
が
誕
生
す
る
こ
と
も
な
く
落
下
し
た
営
巣
の
痕
跡
を

見
た
。
今
は
鳴
き
声
も
聞
か
れ
な
い
と
い
う
。 

街
中
の
犀
川
は
無
残
な
工
事
中
だ
。
工
事
前
は
中
州
が
あ

り
珍
し
い
野
鳥
が
羽
を
休
め
る
所
も
あ
っ
て
散
策
に
も
潤

い
が
あ
っ
た
。
中
央
公
園
の
古
樹
の
伐
採
や
、
水
害
防
止
の

た
め
の
犀
川
の
拡
幅
、
切
り
下
げ
工
事
が
本
当
に
必
要
な
こ

と
な
の
か
。 

辰
巳
ダ
ム
と
併
せ
て
県
の
自
然
環
境
に
向
き
合
う
姿
勢

に
疑
問
が
多
い
。
せ
め
て
雪
見
橋
上
流
域
は
自
然
を
残
し
て

欲
し
い
。（
平
） 
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故
清
水
正
明
医
師
の
広
島
被
爆
絵
画
シ
リ
ー
ズ
➄ 

「
原
爆
の
図
」 

弘
誓
の
船 

廣
島
市
内
か
ら
宇
品
桟
橋
へ 

負
傷
者
が
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ま
れ
て
運
ば
れ
て 

来
る
。
非
常
事
態
の
た
め
に
予
め
準
備
さ
れ
た 

計
画
に
基
き 
似
ノ
島
の
臨
時
救
護
所
へ 

船
で
運
ぶ
の
だ
が
、
桟
橋
へ
着
い
た
者
の 

大
部
分
が
息
た
え
て
い
て
、
見
る
見
る
屍
体
の 

山
が
築
か
れ
る
。 

船
に
乗
せ
ら
れ
た
者
は
、
未
だ
息
の
あ
る
者
で 

助
か
る
見
込
み
が
あ
る
人
達
だ 

ま
さ
に
「
弘
誓
の
船
」
で
あ
る 

似
ノ
島
で
死
ん
だ
人
も
お
び
た
だ
し
い
数
に
の
ぼ
り 

そ
れ
か
ら
毎
日
荼
毘
の
煙
が
遠
く
眺
め
ら
れ
た 

（
廣
島
市
宇
品
町
で
） 

 

絵
手
紙
コ
ー
ナ
ー 

 
 

あ
の
時
だ
っ
た
の
か
と
言
わ
な
い
た
め
に 

  
 
 
 
 
 
 

金
沢
医
療
生
協
絵
手
紙
班 

竹
味
恭
子 

 

《
非
核
平
和
・
行
事
予
定
》 

・
一
月
二
三
日
㈭
一
八
時
半
…
二
〇
一
四
年
平
和
と
民
主
主
義

を
求
め
る
第
一
六
回
新
春
の
つ
ど
い
・
新
春
放
談
「
新
婦
人

と
出
会
っ
て
」
―
素
晴
ら
し
き
女
性
た
ち
と
こ
れ
か
ら
も
―

橋
本
千
佳
子
前
新
日
本
婦
人
の
会
石
川
県
本
部
会
長
・
石
川

県
教
育
会
館
二
階
・
一
五
団
体
実
行
委
員
会 

・
一
月
二
五
日
㈯
一
〇
時
…
北
陸
原
水
協
学
校
・
特
別
講
演
土

田
弥
生
日
本
原
水
協
事
務
局
次
長
・
場
所
福
井
市
教
育
セ
ン

タ
ー
・
参
加
申
し
込
み
は
石
川
原
水
協
又
は
非
核
石
川
の
会

事
務
局
ま
で 

・
一
月
二
九
日
㈬
一
八
時
半
…
石
川
県
社
会
保
障
推
進
協
議

会
・
新
春
企
画
「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
と
い
の
ち
と
人

権
を
守
る
対
抗
軸
」
横
山
壽
一
金
沢
大
学
教
授
・
石
川
勤
労

者
医
療
協
会
会
館 

・
二
月
六
日
㈭
一
二
時
…
核
廃
絶
署
名
Ｍ
ザ
前 

・
二
月
一
五
日
㈯
一
四
時
…
憲
法
改
悪
に
反
対
す
る
集
会
「
特

別
講
演
・
半
田
滋
東
京
新
聞
論
説
委
員
」
金
沢
市
歌
劇
座
大

ホ
ー
ル
・
主
催
憲
法
改
悪
に
反
対
す
る
石
川
県
実
行
委
員
会 

・
二
月
一
一
日
㈫
㉁
一
三
時
半
…
「
建
国
記
念
の
日
」
反
対
―

平
和
と
民
主
主
義
を
考
え
る
集
い
―
講
演
「
国
家
神
道
・
紀

元
節
そ
し
て
天
皇
を
考
え
る
」
講
師
土
田
光
孝
元
日
本
キ
リ

ス
ト
教
団
中
部
教
区
常
置
委
員
・
非
核
の
政
府
を
求
め
る
石

川
の
会
世
話
人
・
金
沢
勤
労
者
プ
ラ
ザ
四
〇
五
号
室
・
主
催

三
団
体
実
行
委
員
会 

・
二
月
二
〇
日
㈮
…
非
核
石
川
の
会
会
報
「
非
核
い
し
か
わ
」

一
八
七
号
発
行 

・
二
月
二
七
日
㈭
～
三
月
一
日
㈯
…
被
災
六
〇
年
三
・
一
ビ
キ

ニ
デ
ー
開
催
地
静
岡
市
・
焼
津
市 

・
二
月
二
七
日
㈭
～
三
月
一
六
日
㈰
…
石
川
県
知
事
選
挙 

・
三
月
六
日
㈭
一
二
時
…
核
廃
絶
署
名
Ｍ
ザ
前 

・
三
月
七
日
㈮
…
国
際
婦
人
デ
ー
石
川
県
集
会 

・
三
月
二
九
日
㈯
一
三
時
半
…
安
井
正
和
日
本
原
水
協
事
務
局

長
を
迎
え
て
学
習
講
演
会
・
石
川
県
教
育
会
館
二
階
・
二
〇

一
五
年
国
連
に
要
請
団
を
送
る
石
川
の
会
（
仮
称
） 

・
三
月
三
〇
日
㈰
一
三
時
半
…
公
開
学
習
会
・
安
倍
内
閣
の
歴

史
認
識
／
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
二
問
題
で
・
近
江
町
交
流
プ

ラ
ザ
四
階
・
主
催
日
朝
協
会
石
川
県
支
部 

・
五
月
三
日
㈯
㉁
…
輝
け
！
九
条
石
川
県
民
集
会
・
記
念
講
演

「
演
題
未
定
」
斉
藤
貴
男
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
本
多
の
森
ホ

ー
ル
・
主
催
九
条
の
会
石
川
ネ
ッ
ト 

（
編
集
部
注
）
祝
日
は
休
日
と
表
記
し
て
い
ま
す
。 

輪島市教育委員会所有 


